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Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、
日
本
で
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証

の
普
及
を
目
指
す
Ｗ
Ｇ
の
活

動
内
容
な
ど
を
発
表
し
た
。

通
信
事
業
者
な
ど
の
大
企
業

で
、
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証
の
取
得

や
商
用
導
入
が
進
ん
で
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、
２
０
１
２
年
７
月
に
設

立
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
の
非

営
利
法
人
。
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
は
高

速
な
オ
ン
ラ
イ
ン
認
証（F

a

st
ID
en
tity
O
n
lin
e

）

を
意
味
す
る
。
認
証
の
堅
牢

度
や
相
互
運
用
性
の
確
保
と

い
う
課
題
を
改
善
す
る
と
と

も
に
、
ユ
ー
ザ
が
多
く
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
把
握
す

る
煩
わ
し
さ
の
解
消
を
活
動

の
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
オ

ー
プ
ン
且
つ
拡
張
性
と
相
互

運
用
性
を
備
え
な
が
ら
、
シ

ン
プ
ル
で
堅
牢
な
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

認
証
の
標
準
化
を
推
し
進
め

て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
あ
た
り
、
堅
牢
で
使

い
易
い
認
証
機
能
を
提
供
。

カ
メ
ラ
を
見
る
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
キ
ー
に
触
れ
る
、
指
紋

を
か
ざ
す
と
い
っ
た
シ
ン
プ

ル
な
行
為
で
認
証
が
完
了
す

る
。
サ
ー
バ
上
に
は
個
人
情

報
を
保
存
せ
ず
、
公
開
鍵
暗

号
技
術
で
ユ
ー
ザ
の
端
末
内

に
秘
密
鍵
（
生
体
認
証
テ
ン

プ
レ
ー
ト
）
を
格
納
。
端
末

か
ら
出
さ
な
い
こ
と
で
、
ユ

ー
ザ
の
認
証
情
報
を
狙
う
攻

撃
か
ら
保
護
し
て
い
る
。

　
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
の
日
本

企
業
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ヤ
フ
ー
の
３
社
。

日
本
の
Ｗ
Ｇ
に
参
加
す
る
メ

ン
バ
ー
企
業
は
　
社
で
、
座

25

長
と
副
座
長
は
ボ
ー
ド
メ
ン

バ
ー
の
３
社
４
名
に
よ
る
体

％
。
過
去
２
回
の
調
査
と
比

べ
る
と
、「
不
安
は
あ
る
」
と

回
答
す
る
人
が
増
加
し
て
い

る
。「
不
安
は
あ
る
」
と
回
答

し
た
の
は
、
男
性
　
・
６
％
、

64

女
性
　
・
２
％
。
年
齢
層
別

70

で
は
、　
～
　
歳
が
　
・
０

50

59

82

％
で
最
も
多
い
。

　
ト
ラ
ブ
ル
で
不
安
が
あ
る

こ
と
と
し
て
（
複
数
回
答
）、

「
個
人
情
報
が
流
出
す
る
こ

と
」　
・
６
％
、「
詐
欺
な
ど

79

に
あ
っ
て
金
品
な
ど
を
取
ら

れ
る
こ
と
」　
・
７
％
、「
子

51

ど
も
や
家
族
が
危
険
な
目
に

遭
う
こ
と
」　
・
２
％
、「
Ｓ

45

Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
誹
謗

中
傷
を
受
け
る
こ
と
」　
・
36

６
％
と
い
う
回
答
が
多
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
連
す
る
言
葉
で
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
言
葉

と
し
て
（
同
）、
最
も
多
い
の

が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ

ル
ス
」
の
　
・
５
％
で
、
以

74

下
は
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」　
・
71

２
％
、「
偽
の
電
子
メ
ー
ル
に

よ
る
個
人
情
報
の
流
出
」　
・
56

４
％
、「
わ
い
せ
つ
な
画
像
を

要
求
さ
れ
る
自
画
撮
り
被

害
」　
・
２
％
。

56

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安

全
・
安
心
に
利
用
す
る
た
め

に
、
何
ら
か
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
か
と
尋
ね
た
問
い
に

は
、「
行
っ
て
い
る
が
、
十
分

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」　
・
33

４
％
、「
行
っ
て
い
る
」　
・
19

７
％
で
、「
行
っ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
の
が
　
・
１
％
と

53

半
数
程
度
。
年
齢
層
が
上
が

る
程
、「
行
っ
て
い
る
」
と
い

う
回
答
が
増
え
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。「
行
っ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
の
は
　
・
８
％
、

10

「
行
い
た
い
が
、
で
き
て
い

な
い
」
が
６
・
１
％
で
、「
行

っ
て
い
な
い
」
は
　
・
９
％
。

16

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
利
用

し
て
い
な
い
」
が
　
・
９
％

27

だ
っ
た
。

　
「
行
い
た
い
が
、
で
き
て

い
な
い
」
と
「
行
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
人
に
、
な

ぜ
対
策
を
行
わ
な
い
の
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
（
同
）、「
何

を
行
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
が
　
・
１
と
最
も
多
く
、

60

「
費
用
が
か
か
る
か
ら
」　
・
12

８
％
、「
時
間
が
な
い
か
ら
」

　
・
５
％
、「
自
分
は
被
害
に

12遭
わ
な
い
と
思
う
か
ら
」　
・
11

４
％
と
続
く
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
話
題
で
、

参
考
に
な
る
も
の
と
し
て

（
同
）、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
基

礎
知
識
」　
・
５
％
、「
イ
ン

46

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連
し
た
ト

ラ
ブ
ル
の
被
害
に
遭
っ
た
人

の
体
験
談
」　
・
４
％
、「
イ

42

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
に
関

す
る
一
般
的
な
情
報
」　
・
39

０
％
を
挙
げ
る
人
が
多
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
国
・
地

方
自
治
体
に
よ
る
情
報
発
信

方
法
に
つ
い
て
の
要
望
は

（
同
）、「
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

番
組
で
の
発
信
」　
・
５
％
、

54

「
学
校
や
地
域
で
の
セ
ミ
ナ

ー
、
教
室
の
開
催
」　
・
５

38

％
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危

険
に
関
す
る
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
発
信
」　
・
５

32

％
、「
新
聞
や
雑
誌
・
書
籍
で

の
発
信
」　
・
４
％
、「
イ
ン

32

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心

に
使
う
た
め
の
知
識
を
解
説

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
発

信
」　
・
６
％
と
い
う
回
答

31

が
多
か
っ
た
。

実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

報
告
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す

る
書
店
の
１
社
で
「
経
営
体

制
が
変
わ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
の

詳
細
な
検
討
が
始
ま
り
、
そ

れ
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

れ
た
が
、
万
防
機
構
で
は
有

識
者
と
問
題
点
な
ど
を
検
討

し
て
、
防
犯
情
報
の
共
同
利

用
を
明
文
化
し
た
報
告
書
を

取
り
纏
め
て
い
る
。

　
近
年
の
万
引
き
犯
罪
は
、

近
隣
エ
リ
ア
の
複
数
店
舗
で

万
引
き
を
繰
り
返
す
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
だ
が
、
同
一
企

業
内
、
同
業
他
社
間
や
近
隣

エ
リ
ア
内
に
お
け
る
情
報
共

有
の
取
り
組
み
は
限
定
的
な

の
が
実
情
。
６
月
に
開
催
さ

れ
た
万
防
機
構
の
総
会
で

は
、
防
犯
情
報
の
共
同
利
用

を
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
渋
谷
区
内
の
３
書
店
が

防
犯
情
報
を
共
有
す
る
「
渋

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

す
る
旨
が
報
告
さ
れ
て
い

た
。
　
関
係
各
方
面
か
ら
は
、
地

域
に
お
け
る
防
犯
体
制
の
構

築
と
防
犯
情
報
の
共
有
と
い

う
観
点
で
、「
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
動
向
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
竹
花
理
事
長
は
、

６
月
開
始
予
定
だ
っ
た
渋
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
未
だ
に

　
公
益
財
団
法
人
　
防
衛
基

盤
整
備
協
会
（
東
京
都
新
宿

区
、
鎌
田
昭
良
理
事
長
）
は
、

　
月
　
日
に
「
平
成
　
年
度

11

22

30

防
衛
基
盤
整
備
協
会
賞
」
の

贈
呈
式
を
東
京
・
新
宿
区
の

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
開

催
。
今
回
は
４
件
が
防
衛
基

盤
整
備
協
会
賞
を
受
賞
。
贈

呈
式
で
は
、
受
賞
者
が
鎌
田

理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
防
衛
基
盤
整
備
協
会
賞

は
、
昭
和
　
年
度
に
防
衛
装

54

備
協
会
賞
と
し
て
創
設
。
毎

年
、
民
間
が
自
主
的
に
取
り

組
ん
だ
研
究
開
発
、
生
産
技

術
等
の
向
上
を
対
象
に
、
防

衛
装
備
品
等
の
生
産
及
び
調

達
に
関
し
て
、
特
に
優
れ
た

業
績
を
挙
げ
た
技
術
・
研
究

者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
又
は
個

人
を
表
彰
。
防
衛
基
盤
整
備

協
会
で
は
、
民
間
に
よ
る
こ

う
し
た
活
動
の
更
な
る
奨
励

を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
協
会
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ

ス
ペ
ー
ス
、
川
崎
重
工
業
、

三
菱
重
工
業
／
日
立
製
作
所

／
Ｉ
Ｈ
Ｉ
／
寺
崎
電
気
産
業

／
川
崎
重
工
業
、
三
菱
電
機

の
４
件
（
別
表
参
照
）。

　
贈
呈
式
の
開
式
の
辞
の

後
、
審
査
委
員
長
が
協
会
賞

受
賞
の
受
賞
題
目
、
技
術
面

や
意
義
な
ど
の
概
要
を
説

明
。
そ
の
後
、
鎌
田
理
事
長

か
ら
受
賞
者
に
対
し
て
表
彰

状
、
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

鎌
田
理
事
長
は
贈
呈
式
の
式

辞
の
中
で
、「
防
衛
省
か
ら
真

部
防
衛
審
議
官
、
深
山
防
衛

装
備
庁
長
官
、
外
園
防
衛
技

監
、
三
谷
航
空
自
衛
隊
補
給

本
部
長
を
は
じ
め
、
防
衛
装

備
庁
の
各
装
備
官
、各
部
長
、

統
・
陸
・
海
・
空
　
各
幕
僚

監
部
の
防
衛
部
長
等
の
皆
さ

ま
、
各
友
好
団
体
、
関
係
企

業
会
社
の
代
表
者
、そ
の
他
、

来
賓
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り

協
会
賞
贈
呈
式
を
挙
行
で
き

ま
す
こ
と
は
、
当
協
会
の
光

栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
」
と
語
る
と
と
も
に
、
４

名
の
審
査
委
員
に
対
し
て
、

半
年
に
及
ぶ
審
査
に
謝
意
を

示
し
た
。

　
そ
の
上
で
、「
４
件
の
受
賞

者
の
皆
さ
ま
、
本
日
は
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
贈
呈

し
た
防
衛
基
盤
整
備
協
会
賞

は
、
当
協
会
が
設
立
当
初
か

ら
実
施
し
て
い
る
最
も
伝
統

的
な
事
業
で
あ
り
、
昭
和
　54

年
度
の
第
１
回
表
彰
以
来
、

贈
呈
数
の
累
計
は
本
年
度
の

４
件
を
加
え
て
２
１
５
件
に

上
り
ま
す
」
と
語
り
、
協
会

賞
の
表
彰
対
象
や
目
的
な
ど

を
紹
介
。
そ
し
て
、「
当
協
会

は
今
回
の
協
会
賞
以
外
に

も
、
企
業
が
防
衛
省
と
契
約

を
締
結
す
る
際
の
手
続
き
の

支
援
や
、
企
業
が
必
要
な
情

報
を
保
全
体
制
を
整
え
る
際

の
助
言
な
ど
の
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も

充
実
強
化
し
て
い
く
所
存
で

す
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

防
衛
省
、
防
衛
産
業
を
取
り

巻
く
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
防
衛
調
達
に
お
け
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
た

め
の
施
策
な
ど
、
防
衛
省
、

自
衛
隊
に
と
っ
て
役
立
つ
新

規
の
政
策
に
も
取
り
組
む
所

存
で
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　
そ
し
て
、
防
衛
省
防
衛
装

備
庁
の
深
山
延
暁
長
官
が
、

来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述

べ
た
。
こ
の
中
で
、
協
会
賞

を
受
賞
し
た
内
容
が
、
防
衛

　
内
閣
府
は
全
国
　
歳
以
上

18

の
３
０
０
０
人
を
対
象
に
実

施
し
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
世

論
調
査
」
の
概
要
を
発
表
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
約
７
割
が
不

安
が
あ
る
と
回
答
。
不
安
を

払
拭
す
る
対
策
へ
の
理
解

は
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ

と
が
浮
か
び
上
が
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
国
民
の
意
識
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
施
策
の
参
考

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
。
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
不
安
が
あ
る
か
と
の
問

い
に
は
、「
不
安
が
あ
る
」　
・
34

７
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
安
が
あ
る
」　
・
０
％
で
、

33

「
不
安
が
あ
る
」
と
感
じ
て

い
る
の
が
　
・
６
％
。「
不
安

67

は
な
い
」
は
　
・
１
％
、「
ど

12

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
安
は
な

い
」
は
９
・
６
％
で
、「
不
安

は
な
い
」
の
が
　
・
７
％
。

21

「
わ
か
ら
な
い
」
が
　
・
６

10

約
７
割
が
ト
ラ
ブ
ル
に
不
安

 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
世
論
調
査

内
　
閣
　
府
　
 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
慎
重

な
検
討
が
余
儀
な
く
さ
れ

る
」と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

個
人
的
な
考
え
と
し
て
、「
こ

の
仕
組
み
は
万
引
き
を
防
ぐ

た
め
の
手
法
に
過
ぎ
な
い
。

商
売
の
た
め
に
画
像
を
利
用

す
る
も
の
と
は
、
全

く
性
質
が
異
な
る
。

ハ
ー
ド
ル
は
低
く
あ

る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
併
せ
て
、
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
運
用
で

ミ
ス
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
人
権
侵
害
な

ど
の
問
題
が
生
じ
る

リ
ス
ク
と
の
認
識
を

示
し
、「
そ
の
ミ
ス
を

ど
う
い
う
風
に
少
な

く
す
る
の
か
に
つ
い

て
、
色
々
な
工
夫
を

す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。
昨
年
、

個
人
情
報
保
護
法
が

改
正
さ
れ
、
施
行
さ

 　
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機

構
（
東
京
都
新
宿
区
、
℡
０

３
・
３
３
５
５
・
２
３
２
２
、

以
下
、
万
防
機
構
）
の
竹
花

豊
理
事
長
は
、　
月
５
日
に

12

開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
日

本
万
引
防
止
シ
ス
テ
ム
協

会
）
第
４
回
理
事
会
で
、
防

犯
情
報
の
共
有
や
有
効
活
用

に
関
す
る
万
防
機
構
の
取
り

組
み
の
進
捗
状
況
な
ど
を
説

明
。
万
引
き
対
策
と
し
て
期

待
さ
れ
る
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

の
運
用
例
と
し
て
、
関
係
各

方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
、
地
域
の
書
店
間
で
防
犯

情
報
を
共
有
す
る
取
り
組
み

「
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

開
始
は
、
参
画
企
業
の
組
織

改
編
な
ど
に
伴
い
、
来
年
以

降
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

　
米
国
で
は
一
部
の
大
手
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
、
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た

運
用
が
行
わ
れ

て
い
る
。
日
本

の
小
売
業
の
間

で
も
防
犯
カ
メ

ラ
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
の

設
置
に
加
え
、

顔
認
証
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
対

す
る
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ

る
。

　
万
防
機
構
の
竹
花
理
事
長

は
、
日
本
に
お
け
る
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
あ
た
っ

て
、「
法
律
的
に
ど
う
評
価
さ

れ
る
の
か
。
も
う
１
つ
は
国

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か

と
い
う
、２
つ
の
視
点
か
ら
、

情報共有と活用は効果情報共有と活用は効果的的
「
渋
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

開
始
は
年
明
け
に

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
　

２
面

３
面

４
面

５
面

６
面

  万
引
対
策
百
般
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立
（
だ
）
ち

  事
業
展
開
へ
コ
ミ
ッ
ク
活
用

  サ
イ
バ
ー
脅
威
を
公
開

  注
目
の
新
製
品

  セ
コ
ム
・
日
本
初
の
家
庭
用
サ
ー
ビ
ス

今
年
度
は
４
件
が
受
賞

「
平
成
　
年
度
防
衛
基
盤
整
備
協
会
賞
」
贈
呈
式
開
催

30

公
益
財
団
法
人
　
防
衛
基
盤
整
備
協
会
  

理事会風景

竹花理事長

装
備
庁
が
策
定
し
た
中
長
期

技
術
見
積
り
に
お
い
て
重
視

す
る
分
野
に
含
ま
れ
る
内
容

で
あ
る
と
語
る
と
と
も
に
、

受
賞
者
の
日
頃
か
ら
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
た
。

　
そ
の
後
、
協
会
賞
を
受
賞

し
た
４
件
の
代
表
者
か
ら
、

開
発
背
景
、
成
果
に
至
る
ま

で
の
課
題
、
一
連
の
過
程
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

鎌田理事長（右）が受賞者を表彰

る
。
も
っ
と
も
な
指
摘
も
あ

る
た
め
、
丁
寧
に
対
応
し
て

い
る
。
悪
い
方
向
に
行
っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
」
と
現
状

を
紹
介
。

　
そ
の
上
で
、「
渋
谷
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
成
功
す
る
か
否
か

は
、
日
本
の
万
引
き
問
題
に

大
き
な
転
機
と
な
る
。
犯
人

情
報
の
共
有
と
活
用
は
、
日

本
の
万
引
き
対
策
に
と
っ
て

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
確
信

で
き
れ
ば
、
そ
の
方
向
に
大

き
く
進
む
こ
と
に
な
る
」
と

語
っ
た
。

　
万
引
き
対
策
と
し
て
、
被

害
者
で
あ
る
小
売
業
者
間
で

防
犯
情
報
を
共
有
し
て
活
用

す
る
流
れ
が
加
速
す
れ
ば
、

組
織
的
な
万
引
犯
罪
の
摘
発

も
進
む
可
能
性
も
あ
る
。
こ

う
し
た
点
か
ら
も
、「
渋
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
動
向
が
引

き
続
き
注
目
さ
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
認
証
を
標
準
化

　
日
本
の
Ｗ
Ｇ
活
動
、
認
証
取
得
動
向
な
ど
を
公
表

Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
　

制
で
運
用
し
て
い
る
。

　
世
界
的
に
も
日
本
は
、
Ｆ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証
の
商
用
導
入
が

最
も
先
行
し
て
い
る
国
・
地

域
で
、
今
年
は
ヤ
フ
ー
が
Ｆ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
（
Ｗ
ｅ
ｂ
認
証
）、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
が
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証
を

導
入
。
今
後
、
ア
フ
ラ
ッ
ク

生
命
保
険
が
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証

を
導
入
す
る
予
定
が
あ
る
。

こ
の
他
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
認
証

を
取
得
。
富
士
通
は
来
年
上

期
に
、
静
脈
認
証
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２
に
対

応
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。

犯
罪
者
に
と
っ
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
認
証
情
報

は
大
き
な
標
的
と
な
っ
て
お

り
、
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
認
証
の
普
及

に
よ
り
、
情
報
管
理
体
制
の

底
上
げ
が
進
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。


